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難病保健を担当する保健所保健師の活動の特徴―役割認識と遂行に焦点をあてて― 

要旨 

 
【研究目的】 

本研究は，難病保健を担当する保健所保健師の活動の特徴を，役割認識と遂行に焦点を

あて明らかにすることを目的とした． 

 
【研究方法】 

本研究は難病を担当する保健所保健師（以下，保健所保健師）の活動の特徴を明らかに

する質的研究である．対象者はＡ県に勤務する保健所保健師で，研究の主旨を説明し同意

が得られた 11 名とした．データ収集は平成 29 年 6 月から 11 月に実施した．調査項目は

属性，難病保健を担当する保健師の役割の認識と遂行，難病保健活動に関することを，イ

ンタビューガイドをもとに半構造化面接を用いた．KJ 法を用い遂語録よりラベル，表札づ

くりを行い，グループ編成を繰り返した後に図解化，叙述化した．新潟県立看護大学倫理

委員会の承認を得て実施した． 

 
【結果】 

1.研究参加者の概要 

研究参加者 11 名の保健師の経験年数は平均 27.5 年（標準偏差 4.29），難病保健活動を

主に担当した年数は平均 9.0 年（標準偏差 2.86）であった． 

 
2.難病保健を担当する保健所保健師の活動の特徴 

保健所保健師は，自分たちの役割について【個別支援が基本であることは変わらない】， 

【地域ケアシステムの構築は，保健師の変わらない役割】と認識し，個別支援と地域ケア

システム構築をしていた． 

保健所保健師は，【社会状況と制度に合わせ役割を果たす】ことを自分たちの役割と認識し，

【保健所保健師は広い範囲で活動し，その中で組織として難病保健に取り組む】ことをしていた． 

その一方で保健所保健師は，新任期保健師に【保健師に役割の見えにくさや力量の差が

ある】ことを認識し，【難病保健活動の経験と現状を踏まえ，保健師を育成する】ことをして

いた． 

保健所保健師は，異動がある中で難病保健活動を継続するための活動が必要であると認識

し，【難病保健活動の継続性を考える】，【可視化する】，【新たな課題に，同じ目標に向かって関係

機関と方向性を合わせる】，【難病保健活動を継続する】ことをしていた． 

 
【考察】 

1.患者家族のQOL に向かう活動 

難病患者とその家族は，住み慣れた地域で専門医療を受け療養生活を継続できるかなど， 

個別性の高い課題を抱えやすく，QOL 向上のために個別性を考慮した支援が大切である． そ

のため保健所保健師は，個別支援で患者家族に寄り添い課題を把握し，意思決定支援す 



 
  

 
 

るとともに，地域の体制整備を行う．患者家族のQOL に向かうために，個別支援と地域ケ

アシステム構築の両面から活動することは，難病保健を担当する保健所保健師の特徴であ

ると考える．また多職種と役割を重複しながら難病患者家族に関わる中で，難病患者家族

や支援者の状況に合わせ全体を見渡し必要な調整を図っている．難病患者の療養生活をよ

り良くするための相談役，調整役の遂行は，難病保健を担当する保健所保健師の活動の特

徴と考える． 

 
2.社会状況と制度変化に合わせた活動 

保健所保健師が，社会状況と制度変化に合わせて医療，介護，福祉等にまたがる難病患

者の療養課題を把握し，これらの療養課題を保健所組織として把握する地域保健の課題と

連動させて活動を遂行することは，難病保健を担当する保健所保健師の活動の特徴と考え

る．また，保健所保健師は，異動のたびに異なる部門や保健分野を担当することになり， 

継続したスキルアップが困難なことがある．そのため，異動を積み修得したスキルと，見

えにくさがある保健師の役割を，新任期保健師や経験の浅い保健師に伝える役割を遂行し

ていることが示唆され，この役割は保健所保健師の活動の特徴と言える． 

 
3.難病保健活動を継続するための活動 

異動がある保健所保健師は，患者と家族のニーズを多機関と共有し，患者家族のQOL に

向けた難病保健活動を継続していく必要がある．そのため保健所保健師は，異動などによ

り難病患者家族のQOL に向けた活動が後退することが無いよう，難病保健活動の継続性を

考え活動していた． 

地域ケアシステムの構築は長期間を要することから，新たな課題の達成に向けて関係 機

関と方向性を合わせることは，難病保健を担当する保健所保健師の活動の特徴と考え る．

そして多機関と共有し地域ケアシステム構築への目標がずれずに活動を継続していくため

の地域課題と施策を可視化する活動は，難病保健を担当する保健所保健師の活動の特徴と

考える．また異動してきた保健所保健師が，前任者から受け継いだ課題を更に明確にしな

がら将来を見据えて活動すること，異動後を見据えた継続性を意図した活動は，難病保健

を担当する保健所保健師の特徴と考える．さらに，保健所保健師は，難病保健活動に必要

な能力の形成には経験が必要であると認識し，後任者のキャリアラダーに応じた引継ぎや，

複数の保健師の任期が重なる中でケアシステムの発展過程を踏まえた難病保健活動の継続

性を意図するなど，難病保健活動を継続するための環境整備を行っていることが示唆され

た. 

 
【結論】 

難病保健を担当する保健所保健師は，難病患者家族のQOL に向かうため，個別支援と地

域ケアシステム構築の両面からの『患者家族のQOL に向かう活動』，『社会状況と制度変化

に合わせた活動』，そして難病保健活動の現状を踏まえ，異動などにより難病患者家族の 

QOL に向けた活動が後退することが無いよう，『難病保健活動を継続するための活動』を行っ

ていた． 
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